
自律：ＲＥＳＰＣＴ　相手の立場に立つ生徒「あいてのために」

～各教科の特質に応じた見方・考え方を踏まえた授業づくりを通して～

学校教育目標

自ら学び，心豊かにたくましく生きる生徒の育成

めざす生徒像（ＴＳＵＲu　鶴を大切に　４つの「あ」）　

質実：ＴＲＵＳＴ　礼儀思いやりのある生徒「あいさつ」　

令和４年度校内研究構想図

主体的・対話的に学び合い，確かな学力を身に付ける生徒

Ⅲ－２

剛健：ＳＴＯＩＣ　 心身共に健康な生徒「あきらめない」

自学：UPDATE　自ら学び深く考える生徒「あしたをひらく」

研究の視点・研究の方略

研究主題

研究の目標

（１）生徒が主体的・対話的に学び合うことができる授業について模索し，実践する。

（２）生徒が確かな学力を身に付けるための手立てを検討し，実践する。

主体的・対話的に学び合い，確かな学力を身に付ける生徒の育成

生徒の実
態を把握
するととも
に，各教科
における指
導法につ
いて検討
する。

各教科に
おける指導
や評価の
「見方・考
え方」に対
する理解と，
評価に対
する統一

めざす教師像めざす学校像

「目指す生
徒像」を達
成するため
に必要な
手立てと生
徒が「主体
的・対話的
に学ぶ」た
めの指導

生徒が「主
体的・対話
的に学ぶ」
様子を評
価するとと
もに，「確
かな学力」
の定着を


